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環境学委員会環境科学分科会 
第 24 期・第 1 回会議議事要旨案 

 
【日 時】2017 年 12 月 26 日（火）10:00~12:00  
【会 場】日本学術会議  5 階 5-A(1)会議室 
 
【出席者】阿尻、所、青野、礒田、大政、大河内、北川、小﨑、谷、辻、真木、三浦（スカイプ）、吉田、

和田 
【欠席者】井藤、碓井、桑野、後藤、近藤、都留、野田、花木、平尾、平野、福井、藤岡（沙）、宮崎 
【配布資料】資料 1：委員名簿 
【議 題】 
１．自己紹介  

出席者が各自の専門分野を含め自己紹介した。 
 

２．分科会役員の選出  
委員長として大政委員、副委員長として阿尻委員、幹事として青野委員、北川委員が承認された。 
 

３．第 24 期の分科会の運営について  
第 23 期の活動の概要が紹介され、第 24 期の分科会の運営について出席者が各自意見を述べ、以下の

事項が了承された。 
・幾つかのグループを作り、各グループが中心となって意志の表出、公開シンポジウム企画に取り組む。 
・グループ案に関係するキーワードとして、「物質循環・土地資源」、「エネルギー」、「生態学・生態系」、

「生産技術・社会」、「都市」などの幾つかの案が出された。次回分科会でグループと構成メンバーを含

めて審議する。このため、次回までに北川幹事宛に各自メール等で、グループ案について、意見を送付

する。 
なお、意見交換の資料として、下記の配布資料の他に、報告「持続可能な開発目標（SDGs）の達成に

向けて日本の学術界が果たすべき役割」などが紹介された。 
・北川幹事を当面の責任者として「環境とエネルギー」に関する公開シンポジウムを企画し、次回分科

会で審議する。 
・分科会の議論を元に本を企画してはどうかという意見が出た。 

 
４．特任連携会員について  
・羽島知洋氏、藤岡惠子氏を候補者とすることが承認された。 

 
５．その他 
・次回分科会は 2018 年 3 月～5 月を目途にメールにて日程調整する。 
  

配布資料：第 23 期に開催した公開シンポジウム 6件のチラシ 
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     特任連携会員候補者について 

     環境学分野の夢ロードマップ 

     報告 大学教育の分野別質保証のための教育課程編成上の参照基準 農学分野 

     報告 環境学の俯瞰 


